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活動の進め方

3NIRO

 ロボット分野とIoT分野に分かれて活動しています。

 AIは、ロボットと組合せて使用する場合はロボット分野で扱い、
それ以外はIoT分野で扱います。

 ロボット分野とIoT分野に分けて説明します。
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ロボット分野



ロボット分野の概要
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専門家

 神戸大学 横小路教授：ハンド、遠隔操作の専門家

 兵庫県立大学 上田特任教授：画像処理の専門

参加企業：４4社

 ロボット開発や導入に課題を持つニーズ企業と、課題解決の
シーズ技術を持つシーズ技術を持つシーズ企業をNIROが

マッチングしたものを分科会と呼び、分科会単位で活動を行
いました。

１月－３月１０月－１２月７月－９月４月－６月

ネットワーク交流会 成果報告会

分科会活動

分科会活動に対するNIROの技術支援



NIRO

テーマ名メンバー数

機械加工工場自動化と自社SI能力育成３1

箱詰め作業自動化２2

外観検査自動化３3

ゴム製品切削加工自動化２4

4K作業の高効率遠隔操作方式開発２5

ビジョンを用いた電気品組立自動化３6

中腰作業の軽労化３7

加工機ワーク脱着自動化と自社SI能力育成２８

バーチャルティーチング方式の開発３９

AGV活用２10

分科会活動

 分科会単位で活動を企画し、活動を行いました。

現状の分科会
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NIRO

ネットワーク交流会

 ネットワーク交流会は
シーズ企業に提供可能な
シーズ技術と事例を紹介
する講演会とし、一般に
も公開しました。

 合わせて、同時開催され
た展示会にシーズ企業
の出展をお願いしました。
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NIRO

ネットワーク交流会

 講演会におけるSIerによる最新の事例紹介

 展示会はロボット分野だけで、実機展示３社を含む８社の展示が
行われました。



NIRO

分科会活動の成果 分科会2：箱詰め作業の自動化

 個装箱（歯ブラシ１本を入れた箱）を２０個程度を箱詰めする工程を自動化する。
 箱の大きさ、色の組合せで200種類ものパターンがあり、６名のラインで箱詰め

作業を行っていた。

 ハンドリング方式の考案、事前テスト、ものづくり補助金獲得を経て、ロボットシ
ステムを導入した。２システム目も製作中。

ユーザー企業：太陽刷子、SIer：ケイエスエス

手作業

事前テスト

ロボットシステム



NIRO

分科会活動の成果 分科会４：ゴム製品切削加工の自動化
ユーザー企業：中谷加工所、SIer：FNS

 スニーカを構成する靴底を斜めに削る作業を自動化する。粉塵作業である。
 靴底のハンドリング方法、削正方法を検討し、多様な形状やサイズに対応した。
 ものづくり補助金を獲得し、ロボットシステムを完成させた。

手作業 による加工
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IoT分野



IoT分野 コンソーシアムの狙いと活動内容

NIRO 12

狙い
IoT活用企業間の情報交流の場
取組み(成功･失敗体験)の共有と議論、
相互アドバイスの場。
学びと気づきを自社取組みに反映する。
キーワード：Give &Take、普段着の議論、共に成長

IoT活用・生産性向上に取り組む企業人間のネットワーキング
顔見知り、顔なじみ、何かあったら、電話で話が聞ける間柄

活動内容
IoT高度活用研究会の開催 まん延防止重点措置延長で4月に延期

令和３年度は3月14日(開催予定)
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IoT高度活用研究会 参加企業と運営

参加企業： 13社 工場設備稼働監視： ９社

遠隔監視： ３社

異常検出： １社

アドバイザー

大阪工業大学 情報科学部

データサイエンス学科

教授 皆川 健多郎 氏
専門：インダストリアルエンジニアリング

運営

• 新産業創造研究機構（NIRO)

• 神戸市工業振興課
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2021年度研究会（予定）

開催次第

１．事例紹介 株式会社 三和製作所

２．事例紹介 株式会社 大日製作所

３．『目的達成のために必要なデータとその測定方法の考え方』

大阪工業大学 皆川健多郎 教授

４．意見交換会

日時： 2022年3月14日 14:00～17:00

場所： 神戸商工会議所会館 3階 第２，３会議室

テーマ：

プログラム：

「機器の稼働の見える化」だけでなく、
より進化・工夫されたシステムの実施・計画



15NIRO

昨年度の開催状況(第一回 10月5日)

• 参加企業： １３社 ２５名
– 会場参加： 企業 11社 19名 運営 11名

– オンライン： 企業 4社 6名 運営 １名



成長産業育成コンソーシアム推進事業

成果報告会

航空・宇宙分野



航空機の今後の市場予測

出展:Boeing Commercial Market Outlook 2019-2038 および 2021-2040 より作図

2.6万機
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2018 年

納入機数

既存機

コロナ前の予測

0.7万機

2038 年
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コロナ後の予測
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2040 年
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4.3万機
2.6万機

コロナの影響で若干の減少はあるが、⾧期的な今後２０年間の納入機数は、
ほとんど変わっていない。
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旅客需要の今後の回復予想
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出典：2021 Boeing Commercial Market Outlook 

ボーイング社の予測は、
2024年には、旅客需要が、

これまでの予測まで回復す
るとみている。

現状、国内線（小型機）の
需要は回復しつつあるが、
国際線（大型機）の需要回
復はこれから加速していく
見込みである。
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技術動向（脱炭素化の加速）

航空機のCO2排出量削減目標
２０５０年にカーボンニュートラル（CO2排出量ネットゼロ）

出典：ATAG (Waypoint 2050 2nd ed.) およびIATA (Airline commitment to Net Zero 2050) 

新技術：
機体軽量化、
エンジン効率化、
電動化、水素燃焼

持続可能な航空燃料
（SAF）

ATAG Scenario 3 IATA

13%

65%

19%

3%

市場メカニズム
（CORSIA活用）

運航およびインフラ

新技術:34% 新技術:13%

SAF:53% SAF:65%

2050年ネットゼロ
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脱炭素化に向けた方策（SAF、電動化、水素燃焼等）

出典：産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会
産業構造転換ワーキンググループ（第2回）令和３年7月8日

●持続可能な航空燃料（SAF）は、すべての機体に2020年代から
導入 ⇒航空機エンジンは将来も必要

●機体軽量化、エンジン効率化は、すべての機体に随時導入
⇒航空機エンジンは将来も必要

●電動化（バッテリ、燃料電池）は、コミュータ機（9～50席）やリー
ジョナル機（50～100席）を中心に2020年代後半以降に導入

●水素燃焼は、中小型機（100～250席）を中心に2040年以降に
導入 ⇒航空機エンジンは将来も必要

新技術

SAF
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成⾧産業育成コンソーシアム推進事業（航空・宇宙分野）

兵庫県において、次世代産業分野におけるイノベーション創出を促進する
ため、県内関係企業や大学、研究機関等で構成する成長産業分野別のコ
ンソーシアム推進活動が開始され、その一環として航空・宇宙分野での取
り組みを実施。
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１）目標
①新技術・新事業に向けた技術課題抽出、研究開発テーマ

の創出、調査
②新技術・新事業実用化、社会実装に向けたプロジェクト

の立上げ、競争的資金獲得

２）具体的テーマ例
・加工技術・生産管理手法・検査技術・自動化技術

３）取り組み
・ニーズのヒアリング、シーズの提示
・企業が抱える課題の解決
・企業間、企業と学・研究機関とのマッチング

コンソーシアム活動概要



参加企業（5２社）

アドバイザー ： 武 浩司 （甲南大学フロンティア研究機構 産学連携コーディネータ）

参加企業及び活動実績
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プロジェクト企画会議メンバー上村アドバンスドテクノロジー、JAT、ミツ精機、きしろ、*和田金型工業

兵庫航空ビジネスプロジェクト

（HAC)

明石化成、アリオテクノ、稲坂歯車、*オオナガ、*カルモ鋳工、

川西航空機器工業、是常精工、*佐藤精機、*佐野鉄工、シミズテック

ジャスティード、城洋、神鋼検査サービス、新日本溶業、大日製作所、

滝川工業、トーカロ、ナサダ、野村鍍金、ハマックス、*兵庫精密,

ファインテック、福伸電機、*山城機工、山本金属、美岡工業、

大阪富士工業（*はKAN登録企業）

神戸航空ネットワーク

（KAN)

協栄、ジェイテック、下里鋼業、タカヤマ、阪神メタリックス、

前田精密製作所、松本工作所、山本電機製作所、伊福精密、阪神機器、

テックラボ、神戸工業試験場、イノテック、大東化学、マルイ鍍金

川重テクノロジー、インテック、ツボサカ機鋼、イチデン製作所、
共栄テクノス



2021コンソ発COE補助金獲得

2021活動実績
日時 名称 内容

随時 企業訪問、ヒヤリング（８社）
・コンソーシアム参加企業の課題、新規案件の
ヒヤリング

9月24日
第一回プロジェクト企画会議

（参加者12名）
・話題提供：航空機産業の現状、変遷、METI戦略
・参加者によるフリーディスカッション

11月16日

第一回ネットワーキング交流会
（参加者２３名）

・講演１：日本一の航空機産業クラスターの形成に
向けて

・講演２：機械加工現場にイノベーションを起こす

・講演３：各種ﾚｰｻﾞｰｸﾗﾃﾞｨﾝｸﾞの特性と適用

12月10日
第二回ネットワーキング交流会

（参加者２５名）

・講演１：まいど１号から学んだ人づくり
・講演２：中小企業におけるロボット導入のすすめ

・講演３：IOT,AI,ﾛﾎﾞｯﾄ活用事例



２０２２年度取組項目

１．航空機産業回復時に対応できる
企業構造の確立

・新技術対応（DX，AI，新材料，新工程）

・品質（JISQ9100，Nadcap取得拡大・維持）

・生産性（ペーパーレス，WEB管理システム）

・コスト競争力（自動化，現場改善，IoT，CPS）

２．新分野への業務拡大

・カーボンニュートラル関連部品製造
（EV，空飛ぶクルマ，再生可能エネルギ）

・宇宙分野（ロケット，衛星，新ビジネス）

CPS:
Cyber-Physical System
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NIRO支援内容

・参加企業の課題共有

（継続的な企業訪問・情報共有，課題の掘起し）

・課題解決の取り組み

（共同研究，マッチング，Tier１との橋渡し）

・競争的資金の獲得支援

（兵庫県COE，コンソ発COE，試作開発、DX，事業再構築）



 本年度開催されたプロジェクト企画会議、２回の交流会では、航空機産業の将来動向や、
機械加工、ロボット活用の先端的な取組が紹介され、参加者との活発な意見交換があり、
大変有意義だったと思います。今後は参画企業の若手実務者も積極的に参加できるような
交流会になればよいと思います。

 2050年のカーボンニュートラル（CO2排出量ネットゼロ）に向け、SAFの量産技術の
開発・導入、電動化・水素燃焼エンジンの技術開発の流れが加速すると思います。

一方、航空機は、自動車の全体的なEVシフトの流れとは違い、小型では電動化が進むと
見られていますが、推進装置としての航空エンジン（GT）は今後とも不可欠で需要が減る
ことはないと考えられます。

 しかしながら、サプライチェーンには大きな構造変化が起きる可能性があると思われます。
（新興国の追上、コスト競争の激化）

Tier 1: よりコアの部品、モジュールへの参画を目指すことが必要
⇒エンジン高温高圧部品、制御系への参入

Tier 2,3: コモディティ化する部品からの脱却
⇒新技術への対応、DXによる生産性向上、弛まないQCDの改善

 DX化は中小企業ほど親和性があると言われています。例えば、現場作業のDX化の最大の
メリットは、複雑な現場作業を見える化し、弱点をあぶり出すことにあると思います。
それによって誰もが共通認識のもと次の改善策につなげていくことが可能になります。
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アドバイザーからのコメント
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環境・エネルギー分野

研究開発部門 研究開発CD
時本 博司



ＳＤＧｓと環境・エネルギー分野の関係
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NIRO
出典:第33回総合政策特別委員会NEDO発表資料

サステナブル分野における課題

3



2050年のカーボンニュートラルを目指して

31 ４
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2050年に向けての分野別の課題と工程

経済産業省のグリーン成長戦略より抜粋

グリーン成長戦略「実行計画」の14分野
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環境・エネルギー分野の枠組み

目的：環境・エネルギｰ分野における地域経済の活性化

目標：企業等の研究開発の支援による実用化と社会実装

専
門
家
人
材

指導・助言

企業

大学、研究機関

プロジェクト企画会議
・専門家によるアドバイス ・プロジェクトの進捗管理

ネットワーキング交流会
・有識者の講演による先端技術紹介
・ネットワークの強化とマッチングの促進

水素
製造、輸送、貯蔵、利用

エネルギー貯蔵
蓄電池

環境浄化
空気浄化、水浄化

再生可能エネルギー
太陽光、風力、水力、バイオマス

可能性調査や
研究開発の支援

(COEプログラム等)

・マッチング
・プロジェクト化

取組テーマ

社会実装

環境



NIRO

コンソーシアム活動（プロジェクト企画会議）
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１．プロジェクト企画会議
・活動の方向性の検討および進捗管理
・個別プロジェクトテーマの検討
・個別プロジェクトの活動内容の検討
・ネットワーキング交流会の内容の検討
・競争的資金獲得のための指導及びアドバイス

2．第一回プロジェクト企画会議（21年8月17日に開催）
・参加者:兵庫県立大学：伊藤 省吾 教授

アスカカンパニー(株)、(株)エネサイバー、川重テクノロジー(株）
(株）大日製作所、日空工業(株）、阪神機器(株)
(株)前田精密製作所、三菱電線工業(株) 以上８社
NIRO専門家 ３名 事務局 4名 以上 ２０名参加

３．第二回プロジェクト企画会議（2２年３月８日に開催）
・参加者:兵庫県立大学：伊藤 省吾 教授

アスカカンパニー(株)、川重テクノロジー(株）、共栄テクノス（株）
(株）大日製作所、トーカロ（株）、日工（株）、阪神機器(株)
プライミクス（株）、三菱電線工業(株) 、 （株）山本電機製作所 以上10社
県 1名 NIRO専門家 ４名 事務局 4名 以上 ２１名参加



NIRO

コンソーシアム活動(ネットワーキング交流会）
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１．ネットワーキング交流会
・コンソーシアム活動内容の発信と参画要請 ・個別プロジェクトへの参画要請
・ネットワークの構築と産学官のマッチング ・課題の提起 ・講演会の開催

2．第一回ネットワーキング交流会（2１年９月28日に開催）
・講演1: 「水素エネルギーの将来展望 ～産官学コラボによる神戸から世界への貢献～ 」

神戸大学 客員教授 工学博士 産官学連携本部 オープンイノベーション部門
海事エネルギー分野担当プロジェクトクリエイティブマネージャ 駒井 啓一 氏

・講演2:「脱炭素社会における水素エネルギーの役割」
京都大学 名誉教授 工学博士 塩路 昌宏 氏

124名参加

3．第二回ネットワーキング交流会（2２年３月2日に開催）
・講演 1:「直流グリッドの構成と運用:沼島での実証実験を中心として」

神戸大学 大学院システム情報学研究科 教授 玉置 久 氏

・講演 2:「新しい太陽光発電の研究開発と今後の方針」
兵庫県立大学 大学院工学研究科

材料・放射光工学専攻 教授 伊藤 省吾 氏

７０名参加



NIRO

コンソーシアム活動(企業訪問とコンサルティング）
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１．企業訪問およびコンサルティング
・コンソーシアム活動への勧誘他

コーディネーター延べ11名が6社を訪問

・企業からの相談ごとに対応
コーディネーター延べ14名が8社を訪問して対応

・企業への専門家・アドバイザーの派遣
3社へ延べ11名の専門家を派遣した。

令和３年度の活動結果として
参画企業が23社から28社に増加。
１社がコンソーシアム枠のＣＯＥに応募し採択され、2
か年の実施計画で、初年度の活動を実施。
また令和4年度の競争的資金については、数社が応募の予定
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参 画 企 業
アスカカンパニー（株）

(株)アステック

(株)アネブル

井河原産業（株）

（有）イチデン製作所

エコフューチャー(株)

エスアールエンジニアリング(株)

(株) エネサイバー

(株)OKAMURA

川重テクノロジー(株) 

共栄テクノス（株）

（株）コンヒラ

新興化学工業(株)

(株)大日製作所

タキエンジニアリング(株)

（株）千代田精機

トーカロ(株)

日工(株)

日空工業 (株)

(株)兵庫分析センター

フジライト工業(株)

プライミクス(株)

(株)前田精密製作所

マルイ鍍金工業(株)

三菱電線工業（株）

(株)山本電機製作所

(株）ユメックス

（以上あいうえお順 2022.3.17現在 28社）



”海洋生分解性バイオマスプラスチック開発“
（Marine-Biodegradable Biomass Plastics）

社会実装に向けて取組み中

39

出展： Marine-Biodegradable Biomass Plastics（MBBP)
開発プラットフォームHPより

NIRO

環境浄化分野の参画企業の取り組み例

アスカカンパニー株式会社



水素分野の参画企業の取り組み例

NIRO 40

エスアールエンジニアリング株式会社
“水素ステーション用超高圧自動弁”

・コンパクトで
省スペースに貢献

・優れた耐久性

・設計圧力 99.9MPa
設計温度 -40～＋85℃
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環境浄化分野の参画企業の取り組み例

川重テクノロジー株式会社

常温酸化触媒を用いる高性能，低エネルギー型空気浄化装置
・コロナ禍では換気することが基本となっている
・一方、ZEB(Net Zero Energy Building)対応では空調エネルギーの低減も必要となる

▷ 低エネルギーで、高性能な空気浄化装置が必要とされる
▷ オフィス，店舗などに安心の空間を作り出すことを目的とする触媒開発と浄化装置の試作
▷ 低コスト化，有害物質除去，脱臭効果などの確認を継続している

”酸化触媒を用いた空気浄化装置の開発“

常温酸化触媒(開発品) 空気浄化装置(試作品)試作品の除菌性能(一例)
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株式会社 大日製作所

”キャビテーションプラズマ(CBP）技術を応用した殺菌水製造装置の開発”

目標 ： 化学農薬に依存しない、安心安全な農業の実現

ＣＢＰ処理水 ①水が原料なので安全
②活性酸素が豊富 殺菌効果と成⾧促進効果が見込める

ターゲット市場 ： ①栽培農家 ②植物工場 ③ポストハーベスト ④酪農

課題 ①装置が高価
②製造量が少ない

開発目標 ①コストダウン
②機器の効率化で製造量アップ

環境浄化分野の参画企業の取り組み例
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省エネルギー分野の参画企業の取り組み例

”被加熱材料の吸着特性に関する調査“
日工株式会社

牡蠣殻の主成分＝炭酸カルシウム
式（１）が進行するには900℃以上の温度が必要→窒素ガスで二酸化炭素と反応
結果として700℃以下でも100％近い除去率があることを確認→省エネにつながる

装置全体概要（製品名：マルチドライヤ）



”燃料電池発電システム“

・国内製燃料電池を搭載した燃料電池ユニット部（阪神機器）、水素ボンベを搭載し
た水素ボンベユニット部（千代田精機）で構成する、1kW級発電システムを製作
・また燃料電池ユニット部にはクラウドシステムを搭載、リモートで発電状況等の
監視、データ分析が可能

水素ボンベユニット燃料電池ユニット

水素供給

水素分野の参画企業の取り組み例

阪神機器株式会社／株式会社千代田精機

NIRO 44
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エネルギー貯蔵分野の参画企業の取り組み例

・電池は、自動車用として普及が進み、高容量化とともに高安全性化が重要

・イオン液体は常温でも液体状を示し、不揮発性・難燃性という優れた特⾧を
持つ。イオン液体技術を習得し、イオン液体を用いた攪拌技術を開発する

イオン液体は、化学において、液体で存在する塩をいう。かつてはイオン性液体、低融点溶
融塩などとも呼ばれた。
「塩」に代表される無機塩は、小さなイオンから構成されており、イオン間の静電相互作用
が非常に大きいため常温下では固体であり、これを液体化するには800℃以上に加熱する必
要がある。しかし塩を構成する無機イオンよりも大きいある種の有機イオンに置換した場合、
融点が低くなり、室温付近でも液体状態で存在するようになることがある。

図 代表的なイオン液体の化学構造と外観
出展:兵庫県立大大学院 化学工学専攻

柿部助教

” イオン液体技術の習得“

NIRO

プライミクス株式会社

・リチウムイオン電池の安全性向上のため研究が進められている
イオン液体技術について人材育成を行った
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水素分野の参画企業の取り組み例

NIRO

株式会社山本電機製作所

開発内容開発体制

“液化水素用液面計の開発”
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健康・医療分野

技術移転部門 健康・医療部長
西野 公祥



健康・医療分野 ～治療では 遅すぎる。*1～

自然（界の力を活かした）治療 / Nature Therapy

健康維持・増進
Health Promotion

食品・農業
Food ＆ Agriculture

口腔ケア
Oral Care

医薬品 / Drug

医療機器 / Medical Device

再生医療 / Regenerative Medicine

デジタル治療*2/Digital Therapeutics

看護 / Nursing

障がい者
Handicapped

リハビリテーション
Rehabilitation

介護・福祉
Care・Welfare

IT / IoT / AI

DX（Digital Transformation）

*1）武部貴則著「治療では 遅すぎる。ひとびとの生活をデザインする「新しい医療」の再定義」、日経BP、2020年8月7日発行
*2）デジタル技術を用いた疾病の予防、診断・治療等の医療行為を支援または実施するソフトウェア等のこと

自然界の一存在としての自覚と自己実現
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成長産業育成コンソーシアム
活動概要

（１）プロジェクト企画会議
・(株)アワジテック：新和工業(株)、(株)ミルプラトー、神戸大学
・島貿易(株)：（株）水田製作所、県立農林水産技術総合センター、神戸大学
・(株)IDDK：（株）メディボ、大阪歯科大学
・(株)ミルプラトー：（株）メディボ、歯科クリニック、Angelus japan(株)、大阪歯科大学
・(株)日本学術サポート：（株）Mediest、兵庫県立大学
・(株)ミルプラトー：甲南女子大学、医師（脳神経系、血液系）
・金井重要工業(株)：大学等

（２）ネットワーキング交流会
・「健康・医療分野における新技術・新事業への取組紹介」

（３）その他
・他の事業と連携し、企業誘致・参画企業勧誘・テーマ探索&プロジェクト組成・外部資
金獲得・企業/技術/製品紹介の機会提供、などを随時実施した。



【株式会社メディボ】
・Angelus Japan株式会社
・大阪歯科大学

・「リフレル」：5月発売
・知覚過敏抑制材料：11月発売





【サポイン事業】 中小企業経営支援等対策費補助金（戦略的基盤技術高度化支援事業）
「疑似生体組織の作製を可能とする、微細メッシュを足場にした三次元細胞培養デバイスの研究開発」

株式会社水田製作所



『非接触歯周病検診を実現するための
検査アルゴリズム』

・歯周病検査は針状の器具で歯周ポケットの深さを測る
⇒出血による感染症リスク、検査制度に課題がある。

・パノラマX線写真の画像解析で歯周病検査を行うAI技術を確立する。

・各歯の検出
・深さの計測
・結果判定



『医用画像AI解析・動画解析
プラットフォーム構築』

・・・
AI

オンプレミス解析
or クラウド解析

脳fMRI画像から
うつ病を診断支援

・プログラミングなしでAIを用いた解析が可能
・用途や予算に応じて、解析環境をご提供

令和3年度神戸市挑戦企業等支援補助制度



成果発表①：
「バイオ3Dプリンタを用いた

再生医療におけるデジタル変革」
株式会社サイフューズ

代表取締役 秋枝 静香 氏

成果発表②：
「生命科学・再生医療分野における

Webマーケティングを活用した
ビジネスモデル変革」

深江化成株式会社
営業部 部⾧代理 吉識 太 氏

成果発表③：
「再生医療分野の細胞品質

管理モデルの変革」
株式会社IDDK 取締役 塩田 満昭 氏

再生医療分野におけるDXによる
地域企業ビジネス変革の支援事業

（再生医療DX）
近畿経済産業局事業「KRIC」と連携

実施内容:
・フォーラム「医療の新しい概念と、ここまで実現した
再生医療」（東京医科歯科大学 武部教授、ほか）
・ライブセッション in 再生医療①,②,③

～細胞機能を高めるモノづくり戦略～
（京大 田畑教授、ニッケ・メディカル、大阪大 小比賀教授）
・オープンイノベーションセミナー

（京大iPS細胞研究財団のニーズ発表、企業との連携を目指す）
・ベンチャー創設支援フォーラム、起業塾（4回開催）
・技術コーディネータによる産学・産産連携活動 など

フォーラムの様子
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地域企業と県外企業との連携支援

神戸市中小企業

医療用機器開発研究会

【地域企業】（兵庫県下）
・(株)IDDK
・島貿易(株)
・(株)ゼブラグリーンズ
・ソリッドソニック(株)
・(株)日本学術サポート
・(株)HILUCO
・深江化成(株)
・三井倉庫(株)
・三菱倉庫(株)
・(株)ミルプラトー
・ムネ製薬(株)
・(株)Mediest など

神戸市機械金属工業会

• リアル/WEB会議形式
でマッチングを支援

• ニーズ・シーズ調査
• 地域企業の紹介 など

【PI進出企業】（50音順）
・(株)岩谷産業
・金井重要工業(株)
・三建設備工業(株)
・(株)資生堂
・(株)セルファイバー
・(株)日新
・(株)日伸メディカル
・(株)ファイセル／(株)セルート
・(株)フルノシステムズ
・(株)水田製作所
・ミナト医科学(株)
・八十島プロシード(株)
・(株)ユタックス
・(株)ユニバーサル・バイオサンプリング
など 【県外企業】

・SDバイオシステム(株)
・(株)サイフューズ
・四国計測工業(株)
・太陽ファルマテック(株)
・(株)ダテ・メディカルサービス
・(株)ニッケ・メディカル
・日立製作所グループ など

兵庫県下企業

兵庫県外企業
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今後の予定
（再生医療、AI、歯科DX、等でのPJ立ち上げ）

・再生医療：経産省補助事業への応募
・「地域DX促進活動支援事業」（今年度の後継）

・「地域DI促進事業」
・「ものづくり補助（デジタル枠を新設）」 など

・ＡＩ
・画像解析・診断
・メンタルヘルス など

・歯科DX
・診療事務
・診断・検診（歯周病等）
・予防・治療 など

・Digital Health/Digital Medicine/（非）医療機器
・SaMD（プログラム医療機器）/DTｘ
（SaMD：Software as a Medical Device、DTx：Digital Therapeutics）


